一般社団長崎県情報産業協会

    　故島、岩永宛
e-mail ：　nisa-ken@pro.odn.ne.jp






　　
　日付　26年　　　月　　　日

第1回CCSFワークショップ参加企業の募集について

エントリー票





いずれかに○印をご記入ください

	
	エントリーする
	エントリーしない

	ワークショップへの参加
	
	


＜連絡窓口＞
貴社名


お名前


役職名


TEL

メールアドレス

お問合せ先　　　一般社団法人長崎県情報サービス産業協会　故島、岩永
TEL：　095-824-0332、　e-mail： nisa-ken@pro.odn.ne.jp
＜　8月22日（金）12時まで必着でお願いします　＞
第1回CCSF実験導入ワークショップ　事前アンケート

貴社名                                                      お名前　　　                                
1. スキル標準およびスキル標準活用について、お聞かせ下さい

（１）御社のスキル標準についてのステータスは、以下のどれに該当しますか？

ｱ）導入検討中　　　　ｲ）導入作業実施中　　　　ｳ）活用済み（部分）　　ｴ）活用済み（全社）　

ｵ）活用断念　ｶ）断念したが再検討中　　ｷ）その他（                                      ）
（２）貴社のご関心事についてお聞かせください
(情報ｼｽﾃﾑ部門の組織・役割、IT人材の育成などについて具体的に）

	


（３）スキル標準活用の目的は何ですか？（複数回答可）

ｱ）人材育成　　　ｲ）人材調達　　　ｳ）人材調達　　　ｴ）人事制度　　　ｵ）ジョブローテーション　

ｶ）個人のスキルアップ支援　　     ｷ) 組織の見直し　ｸ)その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

（４）スキル標準導入の範囲は？（部署や人数などについて具体的に）
	


（５）スキル標準で期待される効果をどう考えていますか？

	


（６）スキル標準導入検討や導入作業はいつからどのような体制で始めましたか？
	


（７）スキル標準の活用時期はいつごろですか？期間をどう考えていますか？その理由は？

（期単位での計画、予算、リソース、その他）

	


（８）スキル標準導入費用は？

	


（９）スキル標準の導入検討をすすめる上での問題点は何ですか？

ｱ）責任者に理解させる、または説得できない　　ｲ）現場の理解が得られない

ｳ）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2. ワークショップに期待すること、今回のワークショップのゴールについて、参加してどういう状態になりたいか、何を明らかにしたいか、解決したいかなど、ご自由にご記入ください。

	


以上です。エントリー票と一緒にNISA事務局に送付ください。

　ありがとうございました。
